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門 F ■の I～ 皿の文章の

「

~~¬
の部分に入る最 も適切な語句又は記号を,そ れぞれの解答群から 1つ だけ

逆三
´｀0

1 空気中の放射能測定のための試料採取では,放射性物質の化学形,性状,濃度に応 じて,様々な捕
集方法が適用されている。例えば,EAコ のような放射性希ガスの直接捕集ではE璽 生]が しば し

'■
いられる。水蒸気 として存在する 3Hの

捕集では,直接捕集の他に,E【

=口

による固体捕集 ,

就 』f鯛露垂署FIif孵∬11甫言λ閣:1るittifi∃『II垢:]9i;アτ↑
ヽプ(RI)が浮遊粒子として存在する場合にはダス トサンプラを用いて試料を採取することができる。
ただし,浮遊粉じんへの吸着により,気体として存在していたRIがろ紙に捕集される場合もある。

・ :鶴 垢層を 1祝瑾Дは [重与竃ア
に捕集装置へ噸 評均流邑 E専 焼 及

くA～ Fの解答群>
1 短e  2 “Ar  3 B3xe  4 ガス捕集用電離箱  5 シンチレーションカクテル
6 活性炭カー トリッジ  7 シリカグル  8 ろ紙  9 水バブラー  lo ベンゼン
H リービッヒ冷却管  12 コール ドトラップ

<Gの 解答群 >

1  “Co   2  85Kr

<H,Iの 解答群 >
1 吸入  2 作業  3 捕集 4 捕集時間  5 捕集装置の容積

Ⅱ 空気中に放射性物質が存在する場合には,吸入による内部被ばくが問題となる。内部被ばくの影響
を考える場合には,壊変様式ゃ線質などの物理的性質を知っておく必要がある。

133xe,1311,3H,の
c。隧脇飩を

襲轟ftti整曇すい化学形である。飛散を防ぐために,水溶

れる。なお,壊変によって約 1%の °
ヽは放均

る場合がある。

<J,Kの 解答群>
l α壊変  2 β

~壊
変  3 β

+壊
変  4 電子捕獲 (EC壊変) 5 133xc  6 Bヽ

7  3H   8 60c。

<L～ Nの解答群>
l I~  2 12  3 13~  4 Ю4~  5 酸性  6 中性  7 アルカリ性
8 1"Sb   9 131mxc  10 1mse

Ⅲ 空気中に存在する放射性物質を吸入 してそれらによる被ばくが問題 となる場合には,吸入 した放射
性物質を除去するための処置を速やかに行 うことを考慮する。

33xeの
体内か らの除去 には清浄な

E玉J山でのE亜己由が有効である。甲Iを 吸入した場合の体内汚染の除去には吸入後速やかに
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とξttFy鷲亀尋量す

の除去にはE亜
専フ

を投
,す

ることが有効である。

1 呼吸  2 飲水  3 脱毛  4 運動  5 胃洗浄  6 腸内洗浄
7 ヨウ化カリウム  8 利尿剤  9 血管拡張剤  lo D―ペニシラミン  11 空気
12 窒素

3  133xc


